
仕  様  書  

 

 （内容） 

第１条 この仕様書は、広島市立舟入市民病院（以下「病院」という。）における感染性医

療廃棄物の収集・運搬及び処分業務（以下「本業務」という。）に関する必要事項等につ

いて定めるものとする。 

２ 発注者は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下「廃掃法」という。）に基づき、

病院から排出される感染性医療廃棄物（以下「廃棄物」という。）を適切に処理するため、

受注者に対し本業務を委託する。 

（業務内容） 

第２条 受注者は、廃掃法その他関係法令に基づき、契約書等に定めるもののほか、次の

各号に掲げる事項に留意し、本業務を実施するものとする。 

⑴ 収集する期間、回数及び場所 

  収集する期間、回数及び場所は次に掲げるとおりとする。 

ア 収集期間 

令和８年４月１日から令和１２年３月３１日までの期間とする。 

イ 収集回数 

原則として週１回以上、病院で廃棄物の収集を行うものとする。ただし、回収日

が地方独立行政法人広島市立病院機構（以下「本機構」という。）の休日（土曜日、

日曜日、祝日（振替休日を含む。）及び本機構が定める休日（８月６日、１２月２９

日から１２月３１日までの日、１月２日、１月３日）をいう。以下同じ。）にあたる

場合は、別途発注者の指示による。なお、具体的な日時については、発注者と受注

者が協議のうえ決定する。 

  ウ 収集場所 

病院敷地内で発注者が指定する場所とする。 

⑵ 収集する廃棄物 

収集する廃棄物は、下表に掲げる産業廃棄物で血液、体液等が付着したものとする。 

種 類 例 

可燃物 

（ビニールを含む。） 

使用済血液製剤、輸血バッグ、人体組織・片、培地、

シャーレ、尿コップ、点滴ライン、ディスポ注射器、

チューブ、脱脂綿、ガーゼ、包帯、紙おむつ、手術衣・

手袋、タオルほか 

ガラス類 試験管、採血管、スライドグラス、血沈棒ほか 

鋭利な金属類 注射針、メス、剃刀ほか 

手術用器具類 手術用縫合器具ほか 

⑶ 収集容器等 

受注者は、下表に掲げる廃棄物の収集容器及び容器専用ホルダーを、発注者に無償

で貸与すること。なお、使用開始にあたっては、予め発注者の承認を得なければなら

ない。 



区 分 仕 様 

収集容器 ・内容物が感染性医療廃棄物であることを示す国際バイオハ

ザードマークがついた密閉式ポリ容器であること。 

・容量は３種類（２０Ｌ、５０Ｌ及び７０Ｌ程度のもの）と

すること。 

容器専用ホルダー ・収集容器に簡便にセットでき、足踏み式により安全かつ円

滑に容器を開閉できること。 

 ⑷ その他留意事項 

   その他の留意事項は次のとおりとする。 

ア 業務実施にあたっては、予め発注者の承認した車両を使用しなければならない。 

イ 業務実施にあたっては、業務に従事する従業者名簿を予め発注者に提出しなけれ

ばならない。現場責任者及び従業員に変更があった時もまた同様とする。 

ウ 廃棄物の収集・運搬にあたっては、病院利用者、通行人等に危険を及ぼさないよ

うに特に注意するとともに、廃棄物が飛散し、又は流失しないようにしなければな

らない。 

エ 廃棄物の収集・運搬にあたっては、他の種類の廃棄物もしくは他施設の廃棄物と

の混載を起こさないようにしなければならない。 

オ 各年度３月分の業務にあっては、当該年度３月３１日までに処分を完了すること

ができるよう収集・運搬を行うものとする。 

（実施報告書等） 

第３条 広島市立病院機構委託契約約款（複数年契約用）第１２条に定める委託業務実施

報告書は、月間の業務実施報告書及び産業廃棄物管理票等の関係書類とする。 

２ 受注者は、前項に定める業務実施報告書等を翌月の１０日（ただし、３月分について

は３月３１日）までに提出して、発注者の確認を受けなければならない。業務実施報告

書は、発注者が指定した様式又は予め発注者の承認を得た様式を使用するものとする。

なお、これらの資料の作成にかかる費用は全て受注者の負担とする。 

（費用負担） 

第４条 業務実施に必要な経費（産業廃棄物管理票関係費用、容器・容器専用ホルダー代

及び産業廃棄物埋立税を含む。）は、全て受注者の負担とする。ただし、発注者が必要と

認める経費については発注者が負担するものとする。 

 （その他） 

第５条 業務実施にあたり、この仕様書に疑義が生じた場合、又は定めのない事項につい

ては、発注者と受注者が協議のうえ決定する。 


